
スケート学習 in 田んぼリンク 

１月２６日（火曜日）。３年生から６年生の子どもたちは、山木屋の田んぼリンク（絹の里やま

きやスケートリンク）でスケート学習を行いました。はじめのうちは、氷の上に立つことも難しそ

うでしたが、慣れてくるにしたがい、リンクを上手に滑ることができるようになっていきました。

子どもたちの上達はやはり早いです。何回転んでも、みんな笑顔で

す。どの子も、とてもいい表情をしています。 

そんな子どもたちの姿を見ながら、スケートクラブ会長の大内さ

んは、「やっぱり、子どもたちの声があるといいな」と目を細めてい

ました。大内さんの見つめる先には、子どもたちの笑顔があり、楽し

そうな歓声が、冬の青空に響き渡っていました。 

学校に戻ってから、子どもたちはリンクを整備してくださった

方々やスケートクラブの皆さんにお礼の手紙を書きました。どの手

紙にも、スケートが楽しかったことや寒い中リンク整備してくださ

った感謝の気持ちが、心のこもった文章で綴られていました。子ども

たちの手紙はリンクハウスの中に飾ってくださるそうです。 

今週末、山木屋の田んぼリンクに足を運んで親子でスケートを楽

しんでみてはいかがでしょうか。きっと、思い出に残る素敵な時間と

なることでしょう。 

 

【世界にひとつだけの卒業記念品～陶芸教室～】 

６年生の卒業制作を目的に、陶芸教室が行われました。この陶芸教室は、羽田在住の武藤さんと

陶芸家の近藤さんが古くから親交があることで実現し、今年で７年目になります。 

大堀相馬焼窯元の第１５代の窯主である近藤京子さんのご指導を受け、世界にひとつしかない卒

業記念品を作りました。はじめは慣れない手つきでしたが、近藤さんの丁寧なご指導により、どの

子も思い描いた作品を完成させることができました。 

「形のないところから形の見えるもの

にする陶芸には、失敗作はないんです

よ。みんな素晴らしい作品です。」と優

しく話す近藤さんのお話に、子どもた

ちは、笑顔でうなずいていました。焼き

上がりが楽しみですね。 
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